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1、はじめに
　平成20年度診療報酬改定により、画像データを
電子的に保存・管理することに加算が設定および増
額されたことにより、当院でも来年3月よりフィル
ムレス運用が決まっている。今回、放射線部門のフ
ィルムレス運用によるメリットについて検討した
ので報告する。
皿、目的
　放射線部門における診療報酬改定の影響やフィ
ルムレス運用による経済効果・フィルムレス運用の
メリットについて検討する。
皿、結果
放射線部門における診療報酬改定の影響
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表1　電子画像管理加算
　19年度一般撮影系は、当院ではこのようなディジ
タル映像化処理加算が付いていたが、20年度は一律
！5点に肖1」減された。これも21年度まででそれ以降
は廃止になる予定である。下の核医学診断・コンピ
ュー ^断層撮影の60点はフィルムレスのみで、当
院では取れていない。フィルムレスの場合は、こち
らの電子画像管理加算がすべての検査に付加され
る。当院も来年度はこの電子画像管理加算点数が付
加されることになる。
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　表2　CTとMRIの撮影診断料に関する改定ポ
イン↑・
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　表3は放射線科で行われた年欄診療報酬である。
20年度は！9年度に比べ件数は増えているが、収入は
966万7420円減収になった。
　次は検査別収支ですが、20年度は一般撮影造影検
査が増えていますがディジタル映像化処理加算の削
減で1，259万5，700円減収になります。
　CT検査はマルチCT導入により検査件数コンピュー
タ断層撮影診断料も増え20年度は926万4、000円増収
になります。
　MR　I検査は検査件数の減少と特殊MRI点数の廃止に
より20年度は363万6，900円減収になります。
　年間検査トータルで見てみますと20年度は696万8，
600円減収になり、フィルムレス・モニター診断へ
といきます。
　フィルムレスによる電子画像管理加算の21年度収
支見込ですが、件数は3年問の平均により算出しま
した、収支は20年収支は20年度に比べ2，058万2，620
円の増収になります。
CTの場合
　CTは18年度の改定で二段階に制定されマルチスラ
イスCT850点、シングルスライスCT660点になった。
当院では、昨年10月よりマルチスライスCTが導入さ
れ850点が取れるようになった。
MRIの場合
　当院は1．5TMR工なので上の点数になり、19年度
1230点が20年度は1300点に増額された。しかし下
の特殊MRI1530点が20年度には廃止になりこれが
収入に大きく影響する。
件数 ，月平均署 金額 月平均金額
H1838，2243，185 ￥86，563，040￥7．213587
H1936，4553，038 ￥91，！55，200￥7，596，267
H2037，3803，115 ￥84，186，600￥7，015，550
H2137，353，113￥104，791，240￥8，732，620
表3　検査件数と年間診療報酬額
44
年間材料費
箱単価 箱数 金額
フイルム 290288円863 25，051，164円
単価 枚数 金額
フィルム袋 29円44，000枚1，262，000円
ネーム
@　シーノレ 7円 40，000枚280，000円
合計 26，593，164円
表4　年問材料費
平成21年度フィルムレス運用による放射線部門収
支
　画像管理加算　　　　　　　20，582，620円増収
　材料費　　　　　　　　　26，593，164円削減
　合計　　　　　　　　　　47，175，784円増収
電子カルテ・フィルムレス化導入に伴う経費
　病院全体　　　　　　　　　　　5億3，000万円
　放射線部門　　　　　　　　　　　　5，800万円
　表4は材料費の推移ですがフィルムレスによりフィ
ルム・フィルム袋・ネームシールが無くなり年間
2，659万3，164円の削減になる。
　平成21年度フィルムレス運用による放射線部門収
支だが、画像管理加算で2，058万2，620円の増収、材
料費で2，659万3，164円の削減になり、合計4，717万
5，784円の増収が見込まれる。
　ちなみに電子カルテ・フィルムレス導入に伴う経
費として、病院全体で5億3，000万円、その内フィル
ムレス導入に伴う経費が5，800万円である。
フィルムレスのメリット・デメリット
　フィルムレスのメリット
　　●院内のどこでも画像が閲覧できる。
　　●他科撮像の画像も容易に閲覧できる。
　　●画像を劣化なく長期保存できる。
　　’フィルム紛失のリスクがなくなる。
　　●診察時にフィルムを探す手間が省ける。
　　●　フィルムコストがかからない。
　　●フィルム保管スペースがいらない。
　　’現像時間がなくなり、患者の待ち時間が短縮
　　　する。
　　他病院のデータであるが、単純撮影で3分、CT
　検査で7分の待ち時間短縮になる。
　フィルムレスのデメリット
　　’見慣れたフィルムからの脱却が困難？
　　●モニターやサーバの運用管理・保守コストが
　　　必要。
　　’運用管理規定を策定する必要がある。
　　’個人情報の流失。
W、まとめ
　’診療報酬改定により検査件数が増えても収
　　支の減収が認められた。
　’来年度は、フィルムレスにより大幅な増収が
　　見込める。
　’材料費の削減により、同時導入されるDPCに
　　おいても良い影響がある。
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